任意の翼型翼を用いた遠心羽根車内の流れの研究 by オガワ, タケノリ & 小川, 武範
Osaka University
Title任意の翼型翼を用いた遠心羽根車内の流れの研究
Author(s)小川, 武範
Citation
Issue Date
Text Versionnone
URL http://hdl.handle.net/11094/30594
DOI
Rights
氏名・(本籍)
学位の種類
学位記番号
お
工
第
がわ
JI 武
字 博
2523 
{3} 
のり
範
土
?Eヲヨ
学位授与の日付 昭和 47 年 3 月 25 日
学位授与の要件 工学研究科機械工学専攻
学位規則第 5 条第 1 項該当
学位論文題目 任意の翼型翼を用いた遠心羽根車内の流れの研究
論文審査委員 (主査)教授村田 港
(副査)
教授小笠原光信教授石谷清幹教授森川敬信教授堀川 明
論文内容の要旨
本論文は任意の形状の翼型翼をもっ遠心羽根車内の流れの簡単かっ精度の良い解析方法を開発する
ことを目的としたもので、 6 章からなっている。
第 1 章は序論で、遠心ターボ機械に関する研究の歴史的な推移を述べ、本研究の意義について詳述
している。
第 2 章では実験装置および、測定方法について述べている。軸流ターボ機械では静止翼列実験により
研究を行なうことができるが、遠心ターボ機械では羽根車の翼面上圧力分布を回転中に測定する必要
がある。本研究では、液体シールとオイルシールを併用した、独特の圧力取出装置を設計製作して、
精度良く回転翼面上の圧力分布を測定している。
第 3章では羽根車幅が一定の二次元羽根車内の流れの解析方法および得られた結果について述べて
いる。本研究では翼の輪郭線を任意の間隔で任意の個数に分割し、その分割線分の各中点にうずを分
布させるという特異点法を用いている。従来の特異点法による解析では、特異点、および翼後縁付近の
扱い方に問題があり計算の精度が良くなかったが、本研究では、これらの扱い方に新しい考察を加え
て問題点を解決し、きわめて精度良く翼面上速度分布を計算している。そして計算誤差に対する考察
を行ない、さらに本研究で開発した特異点法の応用例として、従来の方法では計算が困難で、ある円管
群およびタービン翼列のまわりの流れも解析している。
第 4 章では羽根車幅が半径方向に変化する場合の流れの解析方法について述べている。そしてまず
羽根車幅の変化が小さいとした近似解法について述べ、つぎに羽根車幅の変化が大きい場合にも適用
できる厳密解法を示している。また、それぞれの方法の特徴について考察を行ない、さらに近似解法
の適用限界を求めている。そして最後に翼面上速度分布の計算値と実験値がよく一致することを示し
ている。
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第 5 章では任意の翼型翼からなる中間翼をもち、かっ羽根車幅が変化する遠心羽根車内の流れの解
析方法について述べ、計算結果を示している。そして中間翼の大きさおよびその位置が揚程曲線およ
び中間翼と主翼のまわりの速度分布に及ぼす影響をあきらかにしている。
第 6 章は結論で、第 2 章から第 5 章までの結果を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文は任意翼型翼からなり、幅の変化する遠心羽根車の流れの解析に特異点法を応用し、計算結
果と実験結果を比較検討したもので、主要な成果はつぎの通りである。
(1) 幅一定の羽根車の解析に用いられた従来の特異点法は、後縁の半径が十分大きくないと適用で
きないが、本論文では影響係数を導入するなどして、この欠点、を改良した。
(2) 任意翼型からなり、幅の変化する遠心羽根車の流れの解析に始めて特異点法を応用し、また実
験を行ない、翼の圧力分布の測定結果は解析結果とよく一致することをたしかめた。
以上のように本論文は、遠心羽根車の流れの解析法に新しい知見を加えたもので、流体機械工学に
寄与するところが大きく、博士論文として価値あるものと認める。
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